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「感謝文」（本書 169 号） 
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一 

「
成
紀
」
年
号
と
感
謝
文 

 
本
書
の
目
次
を
御
覧
に
な
っ
た
方
は
、
見
慣
れ
な
い
年
号
の
史
料
が
収
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
成
紀
」
と
い
う
年
号
を
持
つ

一
連
の
史
料
。
そ
の
中
心
的
な
史
料
、
成
紀
七
三
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
十
日
付
け

「
感
謝
文
」
を
左
に
白
文
で
引
用
し
ま
す
（
本
書
七
〇
六
頁
に
写
真
）。 

 

感
謝
文 

大
矣
哉
松
尾
医
官
之
盛
徳
也
人
既
和
善
又
極
謙
恭
自
去 

歳
六
月
来
南
村
警
備
隊
担
任
施
療
任
務
以
来
対
於
患 

者
之
温
和
愛
護
慇
懃
医
治
無
一
不
使
人
心
感
神
佩
如
韓 

慕
徳
韓
佐
封
在
奄
奄
一
息
不
可
葯
救
之
際
経 

松
尾
医
官
診
療
月
余
遂
得
着
手
回
春
此
誠
再
生
之
徳
尤 

使
人
没
歯
難
忘
也
方
冀 

松
尾
医
官
久
駐
南
村
時
霑
露
雨
忽
奉
令
栄
転
大
同
闔 

村
民
衆
聞
訊
之
下
如
喪
考
妣
現
値
臨
別
之
期
明
知
攀 

轅
臥
轍
無
済
於
事
謹
備
感
謝
文
一
紙
聊
表
謝
忱 

松
尾
医
官
恵
存 

広
霊
県
維
新
村
公
所
王
垂
紳
（
印
）

王
法
舜
（
印
）
鞠
躬 

成
紀
七
三
七
年 

一 

月 

十 
 
 

日
（1

） 

   

先
に
こ
の
文
書
の
正
体
を
言
っ
て
し
ま
う
と
、
中
国
の
「
成
紀
」
と
い
う
年
号
を

使
っ
て
い
た
地
域
の
文
書
で
す
。
な
の
で
、
こ
の
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
漢
文
は
、

中
国
語
の
古
語
で
す
。 

 

そ
う
考
え
る
と
、
少
し
難
し
く
思
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
が
ん
ば
っ

て
辞
書
を
引
き
な
が
ら
読
ん
で
い
け
ば
内
容
は
分
か
り
ま
す
。
杉
山
が
か
つ
て
開
い

て
い
た
古
文
書
講
座
で
は
、
こ
の
「
感
謝
文
」
を
使
っ
て
、
漢
文
の
文
法
な
ど
を
説
明

す
る
内
容
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
か
な
り
細
か
な
文
法
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
今
回
は
簡
単
な
紹
介
に
と
ど
め
ま
す
。…

…

本
項
は
そ
の
時
の
台
本
か
ら

文
法
解
説
の
箇
所
を
消
し
た
も
の
な
の
で
、
少
し
漢
文
講
座
の
名
残
が
あ
り
ま
す
。 

右
の
白
文
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
い
う
方
の
た
め
に
、
少
し
読
む
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
お
伝
え
し
ま
す
。
こ
う
い
う
、
ぱ
っ
と
見
は
難
し
そ
う
な
文
章
を
見
た
ら
、
と
り

あ
え
ず
、
①
表
題
（
タ
イ
ト
ル
）、
②
差
出
人
（
あ
る
い
は
作
成
者
）、
③
宛
先
、
④
日

付
の
四
つ
を
見
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

で
は
①
表
題
。
表
題
は
迷
わ
ず
に
探
せ
ま
す
ね
。「
感
謝
文
」
で
す
。
目
録
を
作
成

す
る
時
な
ど
、
史
料
名
は
基
本
的
に
表
題
を
取
り
ま
す
。
書
籍
や
冊
子
、
綴
の
場
合

は
『 

』
で
括
り
、
文
書
や
ペ
ラ
一
枚
の
記
録
の
時
は
「 

」
で
括
り
ま
す
。
今
回
は

文
書
な
の
で
「
感
謝
文
」
で
す
ね
。 

 

さ
て
、
表
題
の
「
感
謝
文
」
を
見
た
こ
と
で
、
こ
の
文
書
の
性
格
が
分
か
り
ま
し

た
。「
感
謝
文
」
で
す
。
誰
か
が
誰
か
に
、
何
か
に
つ
い
て
感
謝
の
意
を
伝
え
て
い
る

の
で
す
。 

 

今
回
の
場
合
、
相
手
が
読
ん
で
発
揮
さ
れ
る
効
力
（
作
成
者
が
期
待
し
た
効
力
）

と
は
、「
作
成
者
の
感
謝
の
意
を
伝
え
る
こ
と
」
で
す
。 

 

何
を
当
た
り
前
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
複
雑
な

内
容
の
文
書
の
場
合
、
全
体
を
貫
く
方
向
性
が
分
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
、

読
解
上
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。 

 
と
に
か
く
、
本
文
を
読
む
と
き
に
は
、
作
成
者
が
宛
先
の
人
に
、
感
謝
を
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
ん
だ
、
と
思
っ
て
読
む
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
読
み
で
悩
ん
だ
と
き

の
指
標
に
な
る
は
ず
で
す
。 

 

ち
な
み
に
、
表
題
が
な
い
史
料
は
、
整
理
者
で
仮
に
題
を
つ
け
〔 

〕
に
括
っ
て
記

し
ま
す
。 
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で
は
、
次
に
②
差
出
人
。
後
ろ
か
ら
二
行
目
で
す
ね
。「
広
霊
県
維
新
村
公
所
」
の
、

双
行
書
き
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
王
垂
紳
」
さ
ん
と
「
王
法
舜
」
さ
ん
が
差
出
人
で

す
。 文

書
で
は
、
こ
こ
に
名
前
が
あ
る
人
が
必
ず
し
も
文
章
を
書
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

祐
筆
が
書
い
た
、
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
作
成
者
代
表
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
す
。
も
の
す
ご
く
厳
密
な
議
論
を
す
る
時
に
は
、
署
名
者
と
祐
筆
、

あ
る
い
は
奉
行
人
を
厳
密
に
分
け
て
、
一
通
の
文
書
の
作
成
過
程
を
追
い
か
け…

…

な
ん
て
こ
と
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
多
分
、
私
の
史
料
集
の
解
説
で
は

扱
い
ま
せ
ん
。 

名
前
の
下
に
「
鞠
躬
」
と
あ
り
ま
す
【
写
真
１
】。
こ
れ
は
日
本
語
の
発
音
で
は
「
キ

ッ
キ
ュ
ウ
」
と
読
み
ま
し
て
、「
身
を
か
が
め
て
敬
い
つ
つ
し
む
」（2

）

と
い
う
意
味
で

す
。
今
で
も
署
名
の
と
き
、
自
分
の
名
前
の
後
ろ
に
「
拝
」
を
付
け
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。 

「
広
霊
県
維
新
村
公
所
」
。
ま
ず
、「
広
霊
県
」
は
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
山
西

省
大
同
市
に
位
置
し
て
い
る
県
で
す
。
山
西
省
の
北
東
の
端
く
ら
い
に
あ
り
、
お
隣

の
河
北
省
の
、
張
家
口
に
隣
接
す
る
位
置
に
あ
り
ま
す
。
「
広
霊
」
の
発
音
は

「G
u
ǎ n

g
lín

g

」…
…

「
グ
ァ
ン
リ
ン
」
と
か
読
む
よ
う
で
す
。
私
は
中
国
語
の
発
音

が
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、「
コ
ウ
レ
イ
ケ
ン
」
と
読
む
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
文

章
な
の
で
、
私
の
発
音
は
あ
ま
り
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
。 

 

「
維
新
村
」（
南
村
と
も
）
は
、
調
べ
て
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
え
て
し

て
こ
う
い
う
も
の
は
情
報
発
信
を
す
る
と
そ
の
後
に
ひ
ょ
っ
こ
り
分
か
る
こ
と
が
あ

る
も
の
な
の
で
、
そ
の
内
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
広
霊
県
の
ど
こ
か
で
し
ょ
う
。 

 

続
く
「
公
所
」
は
、
富
裕
な
同
郷
商
人
を
中
心
と
し
た
共
同
体
の
こ
と
だ
そ
う
で

す
（3

）
。 

 

つ
ま
り
、
こ
の
文
書
の
差
出
人
（
＝
作
成
者
）
の
「
王
垂
紳
」
さ
ん
と
「
王
法
舜
」

さ
ん
は
、
中
国
の
広
霊
県
維
新
村
の
商
人
共
同
体
の
人
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
中
国

の
方
か
ら
の
感
謝
状
な
わ
け
で
す
ね
。 

 

二
人
の
署
名
の
下
に
印
が
あ
り
ま
す
（
写
真
１
）。
何
と
書
い
て
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。 

 

王
垂 

紳
璽 

 

王
法 

舜
章 

  
思
っ
た
以
上
に
そ
の
ま
ま
で
し
た
（
当
た
り
前
か
）。
王
垂
紳
の
方
は
、「
璽
」
に
見

え
ま
す
が
、
も
し
か
し
た
ら
「
印
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小
難
し
い
顔
を
し
て
「『
璽
』

と
『
章
』
の
違
い
は
む
に
ゃ
む
に
ゃ
」
と
言
っ
て
も
い
い
で
す
が
、
私
印
な
の
で
、
あ

ま
り
深
い
意
味
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

次
に
、
③
宛
先
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
文
書
と
書
札
礼
が
違
う
（
文
書

の
各
要
素
が
書
か
れ
る
位
置
が
違
う
）
の
で
、
日
本
の
文
書
に
慣
れ
た
人
は
一
瞬
迷

【写真１】「鞠躬」 
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う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
宛
先
は
「
松
尾
医
官
恵
存
」
の
部
分
で
す
。 

 

「
恵
存
」
は
「
人
に
も
の
を
贈
る
時
に
先
方
の
名
の
脇
に
書
き
添
え
て
「
ど
う
か
お

手
元
に
お
置
き
下
さ
い
」
の
意
を
表
わ
す
語
」（4

）

で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
ば
が

あ
る
と
こ
ろ
が
宛
先
で
す
。 

 

そ
の
宛
先
は
「
松
尾
医
官
」
。
同
史
料
群
の
他
の
史
料
か
ら
名
前
が
分
か
り
ま
す
。

松
尾
佐
一
郎
と
い
う
人
物
で
す
。 

 

本
人
の
署
名
を
持
つ
写
真
も
あ
る
の
で
、
顔
が
分
か
り
ま
す
。
彼
の
姿
を
映
し
た

写
真
を
い
く
つ
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
ず
は
こ
ち
ら
【
写
真
２
】（5

）
。
横
の
看
板
に
は
こ
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 

え
の
も
と
ぶ
た
い 

だ
い
一
か
ん
じ
や
し
ん
り
よ
う
じ
よ 

 

「
え
の
も
と
ぶ
た
い
」
が
ど
の
よ
う
な
部
隊
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
（
ア
ジ
ア
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
で
も
ヒ
ッ
ト
し
な
い
）、
こ
の
「
え
の
も
と
ぶ
た
い 

だ
い
一
か
ん
じ

や
し
ん
り
よ
う
じ
よ
」
が
佐
一
郎
の
職
場
だ
っ
た
よ
う
で
す
（
こ
の
診
療
所
が
広
霊

県
維
新
村
に
あ
っ
た
か
は
不
明
）。
ほ
か
に
も
、「
渾
源
日
本
軍
施
療
□
」
と
読
め
る

看
板
の
前
で
撮
影
さ
れ
た
佐
一
郎
の
写
真
【
写
真
３
】（6

）

が
あ
り
ま
す
。 

少
し
だ
け
、
松
尾
医
官
の
周
辺
を
撮
影
し
た
写
真
を
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
。 

こ
ち
ら
の
写
真
【
写
真
４
】（7

）

の
、
向
か
っ
て
右
側
が
同
僚
の
方―

―

い
え
、
雪

だ
る
ま
で
す
ね
。

同
僚
の
皆
さ
ん

は
こ
ち
ら
の
写

真
で
す
【
写
真

５
】（8

）
。 

 

同
僚
の
カ
メ

ラ
マ
ン
が
洒
落

た
人
だ
っ
た
よ

う
で
、
パ
ノ
ラ

【写真２】松尾医官「えのもとぶたい」 

【写真３】松尾医官「渾源日本軍施療□」 

【写真４】松尾医官と雪だるま 
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マ
写
真
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
写
真
を
作
っ
た
り

も
し
て
い
る
の
で
、
佐
一
郎
の
写
真
帳
は
興

味
深
い
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
切
り
が
な

い
の
で
先
に
進
み
ま
し
ょ
う
。 

 

④
日
付
で
す
が
、
「
成
紀
七
三
七
年
一
月

十
日
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
【
写
真
６
】。 

 

こ
の
年
号
が
珍
し
い
も
の
で
す
。「
成
紀
」

と
い
う
年
号
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

 

一
九
三
九
年
九
月
一
日
に
成
立
し
た
蒙

古
聯
合
自
治
政
府
の
年
号
、「
蒙
古
紀
元
」

と
い
う
も
の
で
す
。
蒙
古
聯
合
自
治
政
府
の

有
力
者
徳
王
が
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
帝
国
の
再

現
を
夢
見
て
採
用
し
た
も
の
で
、
一
九
三
九

年
を
成
紀
七
三
四
年
と
し
て
い
ま
す
（9

）
。 

 

な
の
で
、
成
紀
七
三
七
年
は
西
暦
一
九
四
二
年
で
す
。 

 

年
月
日
の
と
こ
ろ
に
大
き
な
角
印
が
あ
り
ま
す
。
篆
書
体
で
文
字
が
あ
り
ま
す
（
写

真
６
）
が
、
何
と
書
い
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

広

霊

県 

維
新
村
公 

所

之

印 

  

署
名
部
分
の
肩
書
き
と
同
じ
内
容
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
、
広
霊
県
維
新
村
の
皆
さ
ん
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
【
写
真
７
】。
集
合
写
真

で
す
。
写
真
中
央
が
松
尾
医
官
で
す
。
上
に
は
「
広
霊
県
維
新
村
公
所
全
體
人
員
歓

送
松
尾
医
官
栄
陞
大
同
臨
別
撮
影
紀
念
」
と
あ
り
ま
す
。 

な
ん
と
な
く
意

味
は
分
か
り
ま
す

ね
。「
松
尾
医
官
が

栄
転
す
る
の
で
、

広
霊
県
維
新
村
の

公
所
の
み
ん
な
と

記
念
撮
影
を
し
た
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。「
栄
陞
」
は
、

官
位
が
昇
進
す
る

こ
と
で
、
「
大
同
」

は
先
ほ
ど
紹
介
し

ま
し
た
、
山
西
省

北
部
の
地
名
、
大

同
市
の
こ
と
で
す
。

近
く
に
雲
崗
石
窟

寺
院
が
あ
り
、
松

尾
医
官
は
そ
こ
で

【写真５】松尾医官と同僚（左端松尾医官） 

 

【写真６】「成紀七三七年一月十日」 

【写真７】広霊県維新村の人たちと（中央松尾医官） 
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写
真
撮
影
を
し
て
い
ま
す
【
写
真
８
】。 

ま
た
、
本
文
中
に
「
韓
慕
徳
・
韓
佐
封
」
と
あ
り
ま
す
（
本
文
三―

四
行
目
）。
こ

こ
で
一
つ
参
考
史
料
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
（
写
真
口
絵
）
。 

 

恭
送 

松
尾
佐
一
郎
医
官
大
徳 

 

皇 軍 萬 
歳 

 

広
霊
南
村
韓
慕
徳
恭
送
（1

0

） 

 

こ
の
刺
繍
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
韓
慕
徳
」
と
い
う
の
は
人
名
で
す
。
続
く
「
韓

佐
封
」
も
人
名
で
、
二
人
と
も
広
霊
県
の
南
村
の
住
人
で
す
。 

 

で
は
、
本
文
を
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
以
下
、
本
文
の
読
み
は
、
ど
こ
か
に
正
解

を
書
い
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
私
が
そ
う
読
ん
だ
、
と
い
う
も
の
な
の
で
、

あ
く
ま
で
一
案
で
す
。 

 

［
句
読
点
、
返
り
点
を
付
け
た
原
文
］ 

 

感
謝
文 

大
矣
哉
松
尾
医
官
之
盛
徳
也
。
人
既
和
善
又
極
謙
恭
。
自
二

去 

歳
六
月
一

来
二

南
村
警
備
隊
一

担
二

任
施
療
任
務
一

以
来
、
対
二

於
患 

者
一

之
温
和
愛
護
、
慇
懃
医
治
。
無
二

一
不
一
レ

使
二

人
心
感
神
佩
一

。
如
韓 

慕
徳
・
韓
佐
封
在
奄
奄
一
息
不
レ

可
二

葯
救
一

之
際
、
経
二 

松
尾
医
官
診
療
一

月
余
遂
得
レ

着
二

手
回
春
一

。
此
誠
再
生
之
徳
。
尤 

使
二

人
没
歯
難
一
レ

忘
也
。
方
冀 

松
尾
医
官
久
駐
二

南
村
一

。
時
霑
二

露
雨
一

忽
奉
レ

令
栄
転
。
大
同
闔 

村
民
衆
聞
レ

訊
之
下
、
如
レ

喪
二

考
妣
一

。
現
値
二

臨
別
之
期
一

明
二

知
攀 

轅
臥
轍
無
一
レ

済
。
於
レ

事
謹
備
二

感
謝
文
一
紙
一

聊
表
二

謝
忱
一

。 

松
尾
医
官
恵
存 

広
霊
県
維
新
村
公
所
王
垂
紳
（
印
）

王
法
舜
（
印
）
鞠
躬 

【写真８】雲崗石窟寺院にて 
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成
紀
七
三
七
年 

一 

月 

十 
 
 

日 

  

［
読
み
下
し
］
※
平
出
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。 

 
感
謝
文 

 

大
な
る
か
な
松
尾
医
官
の
盛
徳
た
る
や
。
人
既
ち
和
善
に
し
て
又
た
極
て
謙
恭

な
り
。
去
る
歳
六
月
よ
り
南
村
警
備
隊
に
来
り
施
療
任
務
を
担
任
し
て
以
来
、

患
者
に
対
し
こ
れ
温
和
に
愛
護
し
、
慇
懃
に
医
治
す
。
一
と
し
て
人
心
を
感
ぜ

し
め
、
神
を
佩
ぜ
し
め
ざ
る
は
無
し
。
し
こ
う
し
て
韓
慕
徳
・
韓
佐
封
在
か
に

奄
奄
一
息
、
葯
救
す
べ
か
ら
ざ
る
の
際
、
松
尾
医
官
の
診
療
を
経
る
こ
と
月
余
、

遂
に
回
春
に
着
手
す
を
得
。
こ
れ
誠
に
再
生
の
徳
、
尤
も
人
の
没
歯
を
し
て
忘

れ
難
く
せ
し
む
な
り
。
ま
さ
に
こ
い
ね
が
は
く
は
、
松
尾
医
官
の
久
し
く
南
村

に
駐
さ
ん
こ
と
を
。
時
に
露
雨
霑
ほ
ひ
、
忽
ち
令
を
奉
り
栄
転
す
。
大
同
闔
村

の
民
衆
訊
を
聞
く
の
下
、
考
妣
を
喪
ふ
が
ご
と
し
。
現
に
臨
別
の
期
に
値
た
り
、

攀
轅
臥
轍
の
済
む
こ
と
の
無
き
を
明
知
す
。
事
に
於
て
謹
み
て
感
謝
文
一
紙
を

備
へ
、
聊
か
謝
忱
を
表
す 

松
尾
医
官
恵
存 

広
霊
県
維
新
村
公
所
王
垂
紳
（
印
）

王
法
舜
（
印
）
鞠
躬 

成
紀
七
三
七
年 

一 

月 

十 
 
 

日 

  

［
現
代
日
本
語
訳
］ 

 

感
謝
文 

な
ん
と
偉
大
な
こ
と
だ
ろ
う
か
、
松
尾
医
官
の
盛
徳
は
。
人
柄
は
ま
さ
に
お
だ

や
か
で
友
好
的
、
そ
し
て
き
わ
め
て
つ
つ
し
み
深
い
。
去
年
の
六
月
か
ら
、
南

村
警
備
隊
に
来
て
、
施
療
任
務
を
担
任
し
て
以
来
、
患
者
に
向
か
っ
て
、
彼
（
佐

一
郎
）
は
温
和
に
愛
護
し
、
丁
寧
に
治
療
し
た
。（
彼
の
行
動
に
は
）
一
つ
と
し

て
、
人
の
心
を
感
動
さ
せ
、
神
を
感
動
さ
せ
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
韓
慕
徳
・

韓
佐
封
は
、
今
に
も
息
が
絶
え
そ
う
だ
っ
た
が
、
松
尾
医
官
の
治
療
を
受
け
る

こ
と
一
月
あ
ま
り
、
つ
い
に
回
復
し
た
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
命
を
救
う
徳
、
と

り
わ
け
、
人
の
一
生
の
中
で
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
。（
我
々
が
）
ま
さ
に
こ
い

ね
が
っ
た
の
は
、
松
尾
医
官
が
ず
っ
と
南
村
に
い
て
く
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。（
し

か
し
）
そ
ん
な
時
、
こ
れ
は
良
い
こ
と
な
の
だ
が
、
辞
令
が
あ
り
、（
松
尾
医
官

は
）
栄
転
し
た
。
大
同
村
の
村
じ
ゅ
う
の
住
民
は
、
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
父

母
を
喪
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
い
ま
、
別
れ
の
時
に
直
面
し
、
ひ
き

と
め
て
も
無
駄
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
感
謝
文
を
一
枚
書
い
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
に
し
た
。 

松
尾
医
官
恵
存 

広
霊
県
維
新
村
公
所
王
垂
紳
（
印
）

王
法
舜
（
印
）
鞠
躬 

成
紀
七
三
七
年 

一 

月 

十 
 
 

日 

   
広
霊
県
維
新
村
の
あ
た
り
で
は
、
刺
繍
が
大
事
な
意
思
伝
達
の
媒
体
だ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
布
媒
体
の
史
料
の
方
が
残
り
や
す
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、
広
霊
県

維
新
村
の
史
料
は
、「
感
謝
文
」
と
ア
ル
バ
ム
の
他
に
刺
繍
が
二
点
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

先
ほ
ど
「
皇
軍
万
歳
」
と
書
か
れ
た
刺
繍
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
つ
の
刺

繍
も
紹
介
し
ま
す
【
写
真
９
】。 

（
一
九
四
二
） 

（
一
九
四
二
） 

（
一
九
四
二
） 



713 

 

松
尾
先
生
徳
政 

  

医
沢
広
大 

成
紀
七
三
六
年
紀
念 

 

前
任
広
霊
県

村
警
察
署
長

鈴
木
堯
敬
送
（1

1

） 

  

広
霊
県
維
新
村
の
前
任
警
察
署
長
で
あ
っ
た
鈴
木
堯
敬
と
い
う
人
物
か
ら
松
尾
医

官
に
贈
ら
れ
た
刺
繍
で
す
。「
感
謝
文
」
の
前
年
に
贈
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
感
謝
文
」

に
あ
る
よ
う
な
、
松
尾
医
官
の
離
任
に
際
し
て
の
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。 

 

と
す
る
と
、
鈴
木
堯
敬
が
広
霊
県
維
新
村
を
離
れ
る
の
で
贈
っ
た
か
、
な
ど
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、「
感
謝
文
」
の
内
容
な
ど
を
加
味
す
る
と
、
地
域
医
療
に
従
事
し
て

い
た
松
尾
医
官
に
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
た
め
に
鈴
木
が
贈
っ
た
も
の
か
と
思
い
ま

す
。
鈴
木
は
前
任
者
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
広
霊
県
維
新
村
に
住
み
続
け
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
う
し
た
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
人
が
い
た
、
と
い
う
史
料
が
市
内
に
残
っ
て

い
た
こ
と
は
、
貴
重
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

二 

蒙
古
聯
合
自
治
政
府 

  

と
こ
ろ
で
、
先
に
、「
成
紀
」
と
い
う
年
号
は
、
蒙
古
聯
合
自
治
政
府
で
使
わ
れ
て

い
た
年
号
だ
と
ご
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

蒙
古
聯
合
自
治
政
府
（A

u
to

n
o
m

o
u

s G
o
v
e
rn

m
e
n

t o
f In

n
e
r M

o
n

g
o
lia

）
の

歴
史
に
つ
い
て
少
し
触
れ
ま
す
と
、
日
中
戦
争
勃
発
直
後
の
一
九
三
七
年
八
月
に
、

関
東
軍
は
張
家
口
を
占
領
、
つ
い
で
長
城
線
内
外
に
わ
た
る
内
蒙
古
に
軍
事
作
戦
を

拡
大
し
、
同
年
九
月
四
日
に
察
南
自
治
政
府
（
張
家
口
）
を
、
十
月
十
五
日
に
晋
北
自

治
政
府
（
大
同
）
を
樹
立
、
十
月
二
十
七
日
に
チ
ャ
ハ
ル
・
パ
イ
ン
タ
ラ
・
シ
リ
ン
ゴ

ル
・
ウ
ラ
ン
チ
ャ
プ
・
イ
ク
チ
ャ
オ
の
内
蒙
五
盟
を
版
図
と
す
る
蒙
古
聯
盟
自
治
政

府
（
主
席
雲
王
、
副
主
席
徳
王
）
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
三
政
権
に
は
日
本
人
顧
問
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
三
政
権
は
、
日
中
戦
争
中
の
、
日
本
の
軍
事
的
・
政
治
的
都
合
で
作
ら
れ
た
政
権

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
一
九
三
九
年
九
月
一
日
、
三
政
権
は
解
消
さ
れ
、
統
一
政
権
と

し
て
、
蒙
古
聯
合
自
治
政
府
が
で
き
ま
し
た
。
前
述
の
と
お
り
、
首
都
は
張
家
口
、
主

（
一
九
四
一
） 

【写真９】刺繍「医沢広大」 
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席
は
徳
王
で
す
。
徳
王
は
、「
成
紀
」（
蒙
古
紀
元
）
を
制
定
す
る
な
ど
、
完
全
独
立
政

権
を
め
ざ
し
て
い
た
よ
う
で
、
日
本
軍
は
新
政
権
の
実
力
を
不
安
視
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
蒙
古
聯
合
自
治
政
府
は
、
一
九
四
五
年
八
月
に
解
体
。
徳
王
ら
首
脳
は
北
京

に
脱
出
し
、
中
国
国
民
政
府
に
降
伏
し
た
と
の
こ
と
で
す
（1

2

）
。 

 

こ
の
歴
史
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
蒙
古
聯
合
自
治
政
府
と
日
本
は
と
て
も
微

妙
で
複
雑
な
関
係
で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
歴
史
を
踏
ま
え
て
見
た
時
に
、
広
霊
県
維
新
村
の
人
か
ら
日
本
軍
の

人
へ
宛
て
た
感
謝
文
を
、
額
面
通
り
に
読
ん
で
良
い
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
少

し
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。 

 

松
尾
医
官
は
た
だ
の
医
官
で
す
し
、
村
人
の
治
療
に
当
た
っ
て
い
た
人
が
村
を
去

る
、
と
い
う
こ
と
で
贈
っ
た
感
謝
文
で
す
か
ら
、
大
部
分
で
信
じ
て
よ
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
（1

3

）

が
、
そ
の
よ
う
な
難
し
さ
が
常
に
附
随
す
る
史
料
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

組
織
と
し
て
の
行
動
と
、
そ
の
組
織
の
中
に
い
た
一
個
人
の
行
動
と
い
う
テ
ー
マ

は
、
中
々
重
要
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 
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（1

） 

成
紀
七
三
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
十
日
「
感
謝
文
」
（
大
角
惠
子
家
文
書

一
）
。
本
書
一
六
九
号
。 

（2

） 
戸
川
芳
郎
監
修
／
佐
藤
進
・
浜
口
冨
士
雄
編
『
全
訳 

漢
辞
海 

第
三
版
』

（
三
省
堂
、
二
〇
一
五
年
）
一
五
五
〇
頁
。 

（3

） 

川
原
勝
彦
「
中
共
政
権
の
成
立
と
中
国
同
郷
団
体
の
改
造
・
解
体―

上
海
の
公

所
・
会
館
の
事
例
を
中
心
に―

」
（『
ア
ジ
ア
経
済
』
四
六
、
二
〇
〇
五
年
）。 

（4

） 

新
村
出
編
『
広
辞
苑 

第
二
版
増
訂
版
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
六
七

八
頁
。
辞
書
は
手
元
に
あ
っ
て
利
用
で
き
た
も
の
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
版
に
よ

っ
て
ペ
ー
ジ
な
ど
が
異
な
る
の
で
、
版
を
細
か
く
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
版
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。 

（5

） 

『S
C

R
A

P
 B

O
O

K

』
（
大
角
惠
子
家
文
書
七
）。
ア
ル
バ
ム
。
縦2

9
5
m

m
×

横2
2
5
m

m
×

厚2
0
m

m

。
本
書
に
は
収
録
せ
ず
。 

（6

） 

『S
C

R
A

P
 B

O
O

K

』
（
前
掲
注
５
参
照
）
。 

（7

） 

『S
C

R
A

P
 B

O
O

K

』
（
前
掲
注
５
参
照
）
。 

（8

） 

〔
写
真
〕
（
大
角
惠
子
家
文
書
九
）。
縦4

2
m

m
×

横5
7
m

m

。 

（9

） 

秦
郁
彦
編
『
世
界
諸
国
の
制
度
・
組
織
・
人
事 

１
８
４
０―

２
０
０
０
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
、
「
Ｋ 

蒙
古
聯
合
自
治
政
府
」、
八
〇

頁
。 

（1
0

） 

年
月
日
不
明
（
一
九
四
二
年
こ
ろ
）〔
刺
繍
〕（
大
角
惠
子
家
文
書
六
）。
本
書

一
七
〇
号
。 

（1
1

） 

成
紀
七
三
六
年
（
一
九
四
一
）
付
け
〔
刺
繍
〕（
大
角
惠
子
家
文
書
三
）。
本

書
一
六
四
号
。 

（1
2

） 

秦
郁
彦
編
『
世
界
諸
国
の
制
度
・
組
織
・
人
事 

１
８
４
０―

２
０
０
０
』

（
前
掲
注
９
参
照
）
、
「
Ｋ 

蒙
古
聯
合
自
治
政
府
」
、
八
〇―

八
一
頁
。
森
久
男

「
関
東
軍
の
内
蒙
工
作
と
蒙
疆
政
権
の
成
立
」（
『
岩
波
講
座 

近
代
日
本
と
植
民

地
１ 

植
民
地
帝
国
日
本
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
。 

（1
3

） 

『S
C

R
A

P
 B

O
O

K

』
（
前
掲
注
５
参
照
）
に
も
治
療
に
関
わ
る
も
の
か
と
見

ら
れ
る
写
真
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
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